
ご み の 減 量 と 資 源 化 の 取 組　

http://www.city.kawasaki.jp/300/page/0000031684.html

主な内容
ごみの減量と資源化の取組 1 大気中の放射線量モニタリング結果（平成 26年 10月） 4
CC川崎エコ会議シンポジウム・第 3回スマートライフスタイル大賞表彰式を開催します 2 浮島埋立処分場における放射能濃度等測定結果（平成 26年 10月） 4
産業道路クリーンライン化キャンペーン実施中！ 2 大気環境（2014 年 9月） 5
省エネルギー対策にご協力いただきました 2 河川の水質（2014 年 9月） 5
多摩川河口の野鳥観察会参加者募集！ 3 エコドライブ講習会のお知らせ 6
こども黄緑クラブ・冬「原木しいたけづくり」 3 生ごみリサイクルに関する講演を行います 6
第 5回川崎市緑化センターまつり 3 生活環境事業所で古着類を回収します 6
東扇島クリーン大作戦を行いました 4

～ 収集体制変更後 1 年間の状況について（速報）～
　地球環境にやさしい持続可能な循環型のまちを目指し、平成 25年 9月
に普通ごみを週 2回収集に、またプラスチック製容器包装の分別収集を
全市に拡大しました。ごみの収集体制を変更してから 1年が経過したこ
とを受け、変更前（平成 24 年 9 月～平成 25 年 8 月）と変更後（平成
25年 9月～平成 26年 8月）の収集量比較（速報値）を取りまとめました。
　市民の方々のご協力により、大幅にごみの減量と資源化が進展してい
ます。
収集量の比較（単位：㌧）

　　市ホームページ：http://www.city.kawasaki.jp/300/page/0000058061.html

●収集体制変更後は、変更前に比べて普通ごみ収集量が 10.2%減量し、プラスチック製容器包装及びミッ
クスペーパーの収集量は大幅に増加しています。また、資源物収集量の増加分（12,342㌧）を上回る
14,972㌧の普通ごみの排出抑制効果がみられます。
●平成 27年度のごみ焼却量は、3処理センター体制へ移行可能な目安の「37万㌧」※を下回る見込みと
なっており、平成 27年 4月からの 3処理センター体制に向けて順調に推移しています。
　（※ 37 万㌧は、事業系のごみ焼却量を含む数字です。）

問い合わせ：環境局減量推進課　　　TEL 200-2580　FAX 200-3923
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(34.5%増) 

これからもご協力を
お願いします。
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